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楯敢縦椎葉の膨化並びにダイナマイ トの

成形に関する研究 (第 q報)

腰化ゲルの彊性的挙izI

(爪 革 27年 10月21Jl費 zl)

桜 井 武 fTnJ･佐 藤 確 宜

(Jl本地詣乗旦工埋)

‥ 緒 ij

ダイナマイトの1純的須ftは珊繊 維諾一三卜T,t

y七yンyんである｡之は黙托 10L-1ccTDLSe.ナ ン

T琴 10し10SdさZ)cm!程度のyJt城 であり,也の

現状包成功に加えて多食に含和される時は.55東経に

石壁のt･I包瞳と耳性'_r･所与し拶gTイ◆マイトとすろ

布がBI来ろ｡又その合有丑をSETるに在って牛EP実か

ら空に粉状ダイナ▼イトとtLL),その煩発牲位に続E)

各種のFJ】逢う:もろ都は官 うまICもf=い｡ そこで禾iに

入るiiilに-トロ〆y七yンゲJ'-に-念書上TLZ 16〇････lqO

me)の醐戊アンヤシを出合相和した時.その性状が如

f̀J漣に変化するiI･しらべ,(rEIl陀刃.牛経穴,勃状

ダイナIVイトのyJL･付和止を硯碓調rjEの各題ダイナ-

イトと対比して見ろ｡

泡1は｣VLll,'Jyんに_ヒ耶 JI._r･招711した時の鉱の

D-S納税である｡曲操が t)軸に近くiEE並するは131救

な都Ji{怨推 してL■J7iが,ゲル別 l丑班少し眺め拶照の

牲tm.,･･#れてもろくたると.破る.<l･.から.qi1瀬 fL.qiの村

人即ち脱gがな り擁kmb,こ弱く粉状物の姓状を塵する

ユ .ふ t_"-.- L'ご一一1-:.J･ヽ

LZl .Vn ブル合1fJtと D-らE旧作､鎧l) ft〃覇欠群 し くL三焚qg 拝1こ1=ろ(右遍)

｡一方攻'･3:の{イナ～イトの .VG含祁丑と比べ -VG

ŷ ,の成形用としての仕:肥やその殿PT,のあらましが分ろで

あろうし文枝連の東玖均染からy･L･はTイナ▼イトの成形司とし

てG和時Einの火,Fに浴-1L-ろ可(p)LS

C)の位もさるWながら,その切放蛙に屯周する中性的

挙動 もかなりもづかつて力あるqTが分るだろう｡一拍に我 が々口笛薮する砲只の中

節網び月初と掠せられろものはかlLり多 くそれらの

力学的性父は位分子牲5,t蒲や金品等の如く后甲には決'

&ZJJ架す ,nob 1L】t'Jllな牧だを示すも

のである｡その鼓動や密形は脱状粘性又は柵忍搭作の名のもとL=碓Jlの甚

助を.行い,水や泊の坪にその劫 の力と効射 三協恥 二相

せられf=い ものである｡雌の岱質物のBi状な-))群付
紙bKをrZlfJ,.としての再f'tと液H.の粘性とに分けそり環矧 こ上って理

解しようとしたのは 11km ellJdlI初とする｡そして汁の態む考丸をhSlこした湖押ri(ヽ一SCO･e

)的Izcpropertk9)の併鍬 王FL)rlZlg- .環】)+_,始め多くのy;鞍研究う;あろて).,

rl 実 駁 方 法 t会式取鈷ElのFE比に光立ち.杜のM恕 こついて今i:

でとんfL･方法でのぞんで楽たか,又その和由.

HによE)末文的 こ造次する手E2として如何1_ち方

法∋:あるかしらべろ布にすろ｡l 従 架 の方 正牝の稚 rH 感 を

あくまで佐賀な現噂曳きb-にhくためiFf定見は花

成都心なるべく少く加 も伝単な船 で安全を確'iilL書L



〆リセyンに分散溶解ナろ過nl小大前に9t状性が多とIし

て来ろ0抑 三光の箭更で381rしたAJbであったが,≡汚

しyA･の力惟 二P_Xev10n謙勤のそれでもtI,

粘環..tのJnab拝抄二転三吉こ比付する1=ち,軸だ▼の井出

には一班の分弟で足 I),又蛾連年-ZIの受けろ抵抗の

R対畝′77は -L5援力持許な的つ珊 となろ｡1gち

EtのJ33台艮IRはRも端的に牝の氾椋の軌約として現JL

ろのICもろ｡(耗2'琶って錐の方約三一正弘状性その

ものに注恋.ましてtろが,その見tt性が究現すろに至
ち.河t91そのものの等折は全く7r>てほIrt･E,杜のfI

Tr方法でも何とかB化の遜EEtrP拙 lこは叫L7tlろが.

t.117米n 約 こその朽遼牲にまでさかの代ろ11億がなけ

ればならない｡

2位の寸々な正睦 手段

岱肘 の加状桂を樹液のニinj性の苅L)として聯 す
る坤.耽々は先11執 ･狩粒の恥 にせせられる｡杜の

相性の羽つ此 三夫の技f=ものがある｡

(11Ph!11･paLrの幼 秘肘 の

2 Duc】atu-HlratAの'̂洗-I)

31 J･err)の方至ど)

･I F.wJng法

5 Sch､LdoEfの方三g)等

21は外JJこ上るyんの法乱文形を城北するもので

(3)は和辻己の臣緑から辞持し(Jlは血■托T,守性を

SJるIl的等こElくJZ!いられろ抑 拝の'IJ欠のたわみを

刑,-}ものである｡(51はJ許から約 でG7ちれた内持

A-はその時の班力で (;は*pの辞任甲であろ｡ ′ケ

外字己'･+及び的平民rlなる=つの円缶のfT'Z)二tTqさ^

ナ三け24恥 :ひたっていたとするe又此])針5iL二月をp

rLdlLZ)だけひねったた伽 勺E3乃宅f也'.■rLdi●nで

Et舟の号I姓とち合って止ちとする8枚力tH III(と

IIのIrleのrFOには

l(-上(p-C')J2TJ･.61'-加/2TA一̀ミ

p-2′1三L/rlモー√㌔

G-X'･一･,(i -I/r】7.仰 A-

f=ろⅨ絹がある｡瓜L～珊 街に於い て.

a:に押掛二mろ粘性活動のためttの相性TL雅/1..は徐

々に移動し,今内相が帖旺'l(p3.Se)の謀….小でlIJ地

)空OPClIIJf:していろものとナIUご針金に加えl')しろM

仁正仰 ▲11は

llL-JJ加C･o1日tl(rlL r○!)- '̂.77.A

又 JL一郎,(8-タ一一).i)-I(JもJI 1_ろ放

L8-- A-dILdJI･LL)

m Xl.一･lrA(ro!ノー12 l三一√㌔)

之を折き
q-EI/小lTlaL智)

即ち或ろ特幻DJ'とそれからまろ特5..rH.っI:J.lB･

らIIを求めtuる. 又針金のよじl)官主 tはSt也廷11

/.

一匹プ
とそのthl)oD外泊の問に搾ftS.入LL.一rhhPZlこ上K/
I;I)を4えろ時,その上じL)弧ノ)Lこ応L;て屯ろ内向の

交角な3lrltして解析する'方法であろJtの Sch､IedoF

の方法 まその技多Lの人 に々171けつカ:LLIJ)又,久LlJln

中川 ')氏等のyJL和也の解析にも川いられ告く同様の

軌兄'C解析JJ-11､には夫の l朝が教えられる｡

(n) SL･hlledoだ及び HnthCl】ek噂の-JjiLI､

(b) 久山氏の柵 l!)

(L･ 小川氏 こよろ共日比 の

d llJJLIB;こよる位ff古紙

牝の'̂令では ミ亡hWedo汀 のLIRj,1引か ･ろ｡ 又上妃

(b以t･も拭みTd:Lral法がJ王も2&4'的1=ものである

から･Jとして枚の方ゼ三に依る琳 こした｡

3 SthWdott等D柵

今S:のt}T=女jlは 二 e1.･るfy資Zjを与えら和 ぎ

HoOk三の主蝕一.I-1刀買韓を示す｡

-̂I-nQ

(並2 之r三05ttTBld･ワ■8刑として托H きれ

もIJ.



230 ェ ■ 大洗B ittf JH 3を P I A,

が肋中に刑3Tは乗る形と2Rさの錘をhlJLよじb内転の

白山を松 井r を美潤して求めiuごLlt･｡

T-2=L/i)卓

上カ;定まれ-fF]EJにしてFAl蕗の現任庭中を求め灯る.

Aは針金に lrAd･Ar･のよじりを起すJ=必tlなCq-J)と

吐申すろ｡

甘 美 甘 毛 玉 の 政 明

繋丑の古きは先の万他 に的かなUにl他 と内筒.

外筒,針金rjfと脚 の変nを見ろための小さな二つ

の鼓及びタンフスケー ,̂の三つの好実から成ってい

ろoJJDち･Iは内約でそのまわL)[こ外筒 JTがあり(dt

のWE=幹何をみたナ)四つ桐チャ1タで_I.万の針金0

1こ吊られ,lほしと峰はJ寺計の竹中のNを刊MLた義正

ttlこ失明I)EBlつ潤71十ブタで迅払されろ｡J･lは時計の

吋†1･そのものを利Ftlしたもので G はその一つの私で

あるO ahtJi官に上方に迎描きitZ班lなⅩみD と針

rrに上って ひねられたVl既が変化しか IESに柁たれ

ろ｡これらの仝肘 ミtEJIJ=よってTuSナろ｡

夫に針血.戯 び内苑の空角を実∬するために妨二

の瀬恥 ;もら｡叩ち一つのナンブスケーJL･で地 上絵

と内筒の究杓を何時に測れろ蛙に.uブ>℡′が針

金を巾に適してその上用を中の針金にEa定して吊さIL

モLDqナス廿の下滝とF三芳の上溝.こきぴナを袋して小
=な2lJ.A-1_/Tlりつけろ.かくして3LケーJL･安上に

m時lこ針立上堀と内筒の変IlJlこ応･rろ光.L.一班:投せられ

る｡内外符はqタス封'e内田は中に脚 を入iL瓜tW

坤を過当にして,4つ7:1ナ十,タをiめ込んだ1上江
でmぢろ｡入札 小邪の捕球をfY日)その捕元は大のEJ

にした｡

氷L Pl外付の;紙

IAJ 常 外 何 内偵L
外1､q 荷台 内や 耗

crLI Crll F1 3 gcmモ

小 村 09 1･1 20 16 126×102

大 喝 19 17 28 12 ･し12〉(1P

針金はLi言JSt:m 山積 03-I2mm のビTノFAを4

はり旧 した｡そのL;は26SxlO1.,-'cm=のEg的於坂を

吊して澄め 9Sx10L 6 3xlo句 -tl_亡Tnである｡

Ⅳ ニトFlグリセリン,ニトE)ケTJ⊃

-ルゲルの粘世及び事世の灘定

打鵬 托兼は前に摂き旺用する(I-'/('J)又着古英鼓の

知見からヱトーyIコ-Jt･の混和性をAくすろために

牡的を等JLにあらかt:め況合した怖拝を一にする2L;

トログl七一ンについてもiR的セECJHLた｡

舛我の蛭とPt耳の均一を計l}用一端元の外泊を多数

碓付し之に蜘 攻の各iB汗の燕を入れ 600Cで一時

間びLt:建一Z]以上改正したものを30'Cに払 .て胡定

する｡杜の外鉛に杓狩を放 し針金上均をひねりそれ

に付する的E3の光.1'.(の文化を手やくだボケ,o及びtL'

を求めろ｡求めた '̂-e富は.itlRでその依aがC と

なるが.手早く求めないと僻 の界性Z粗 外にお蛙

弛 ;入って来ろ｡今 .I-/COS,-.'の=ト{一七ナンy

A･について満定の榔 qを変えて策教すればE7の如く

時rulと共に粘肌 ;入り0 の仏は小さくLtIるtlに

TLろ郡が分る｡以後上韓をひねてから3秒枝の仏から

U./､'を決めろ都にした｡各胤 壁で決めた 0-fL'軌 t

i.ずれもかなl)Jl好IriE投出 ;あり(･Iは1)i2に示す｡

淡2 各dtdeyA･のTI.(･''.(･'213枚 et(300C)

IqCT.I
IJ0

､ノ
5

1,

ヽ

_b
駆

.-
･T

.rl t=T
(dln/cmZ)(a)nrcm=)
188xlO1 371xlOl

この性にして求めた和睦申 n の的はJ;ト廿′リコ

ーA,lこ於いてはやや小さいめを示していち｡そのiA肝

･と 0 の四終はあろ油腔から急に研下I)となる｡その

11相子.･'tはy･L･化.'.1抑ちyA･がyルとしての船 性71yあ

らわし始めろ.Lt.(と準えられる｡今このll.なよl);故 的

に考}..-{するためにia坪の7JJも対数で3UF;せほ冠8とtL

る｡比の時斗哩の～すい社告の丑な耳介とiJいM .-の

上J)なだらかIZ部分と=つの荘椀で示され,その折...■よ

がYA･化砧である｡与Z.ログ9七9ンと■トf'〆リコ

ーAJ共火蓋はないカ;T9=-JL･はや 下ゝに位する猷

1ID化魚は.



GE非 .i暮 何献JI杜事のき化並tFI=Tイナーイトの成形に朋ナZ･併K か■叔1 23L

TiTXT7TfTIO●JCZO7qt■∫9̀

J･f⊂一一一 .ヨ I C.tlzttと′;カ的拝

Aトpyltly 13.'約 1,'''占 t.L･Ty

3-A, 197.' 約 2,-''であろ林が分ろ｡印も

ゲ̂ ･化して構法蛙を持つためにはyZL･の山片.こ恥 ･て†タt,ブタウン速勤'

まあろ世怪托止されIL･け11はならT=い.･L1.t

'〆yつ-JL･は-トuTytサンに比べW T･爪期成でもろから

yル化するにはそれだけよりitUE人なる的繊 妊宗を･･企まなければT=らIJ.･い巾は各曲にう1=づけよう｡

丈にatに弊 4鴇 ろ材三価 欝の桁抑ま

395●J又耶15匹市の何字如上その ■一で

,22JT2 であろ7Tfである｡

-)JIT)or),ll)の〆ル相性Pn姐はブル

化成以下のfIll垂は称かこ掛 .てJlはiAJQIの 1

矧 こ比例し荊漁哩部1ニ於いては2領に比例するとしていろ｡文中升氏の繋天,

ゼタナン,排 等の柵 も杜の鴎 を支増して居たがLAJ我tの英地

史も閉切である｡fEつて約棚 推諾-1ト℡yytyy(

又は一トロ〆yつ-〟)yJL･もその印性的St艶Ei4;

JZ的 こ迅肝のyjt･状LFm bと人芝T=くTtり

たてて典ったものではか ･群が分ろ｡tiゎ.氏.はlrに?:

鞄の脚 按のML析l=於いてより明確た乱之がm

られるであろう｡(;はポT yy北J_.I05と-rJt12-十yダ申 E との

閲に紬めて肺申なEF;辞があろ｡

H-3('' 13 又 F･'は酢 の肘 帖.額.γA,

i.A 七A･℡-∫呼は 101■～101!a)n/c

mt.JJ･に於いては 1(ド-10~であるJJを患えば

J%-い･yytリンyJL･のそれが大略 104

-10Jにある事はjeで安出なUrCあろうo_Xに粘託は同一油性'Cは皆･Ll-tzYy;

-JL.y ･̂は小さい.通常成形に川いろ C/

C3-i,< yJt･ほ 106-107pDISCである｡11止との閃休を回Alに

HT=1'｡87ビTノ投でltも'b ･もの(琵117i

J)でちS,LLTZyJE･に対してはややiSい盟

がもった.V ゲルの力学的tI壁の

決定(1)紙 丑の 拙丘拶耳牧の異状な力学的性井を液体とし

ての輯粘性j充血,相伴としての脚 ttB:彩の二つの抱合せで援塀

Lその革JZiを投窮すらに足ろノ)輔 4!のいく
つかが現されていろ均.ftも泣叫1=伸土井性のピストンと耳性

のハ事をiEf椿にfZIんナ三図5の M ax,†ellEg
lA)又それが糊 と1_･つi=Vokt乱 b)Fに紺 とT=つ

た(亡)尊がもろ.そbて時幻Izに於いて-r

定の学力IL'を加え輸b.Leで除



232 ェ 兵 火 応 ta仝 LE 群 13を 節 IBl

叉求めた ′Jはこの岨並の小では (P,に当るもので

ある｡征彰rqiL!に1tもIと班にあ~rかろものは (∫.{･あ

るからである｡ t=久1ンに汲卯に入ったGZは図5を

見て遷せられるほに.iI)Ui仰の神性川虻にあ~fかろも

のでもL),/7無だIBinn技の全町比変形 h に対する系

全作としてD見るL'ナのiTK錯汝を (,'事とする｡

和ら鼠6右こ..給いて

JI+Jぎーh

図 5 内甘讃nのけ何的阿iLl

'̂/l.-(･'[ '̂ル≡-IIご IL-/l;-C3払 こ l/｢･'l+I/()'-J/L7

1 であるからrrll)̀/･l■(･']-(･

-I幻ち月曜1時.'JEiの 8-(I--)のyl淵的からがJ'の

式･i-忘 (,i-,::)チにLI(つて lrr】お粥めlLlより77PJ:潔め紺も

｡今 ･V/a l一i a 卜t･ダリセリyyルについて)Jtめ
れば

(

･1-31〉(101a:つて･･･- :≡:;芸当 i諾 -3T

LxIP.L71Jろ｡かくして牝の-))群玩咽は次の如 く決

rji!されナこ. ヨ6 亡'/al,,∫JIl･yJL･のJJ牛的!q

11 N!C.N/gゲルの熟汁世1変影の恥力学

符蛙の虎的資化は河性の木耳について脚 なri河を与えろ｡今一つの立JIttを変形させfy郊ノ
)̂'のもとにQのズyT_,生せしめろ｡允の坤9)EZ

山Aナtヤー.内石上tJL･<-,lyJI,トE'-のjB

加を)く◆ Jr.JL',
_'S とす7"JJ''-JI'- IJb

' l)又空

扮 ;等丑的T=らJF'は外欝からあさiLt:仕ポ 二等しく JF

I.'x'd･巧ち '̂-LaJraIIT 21在って Lll

(2)より'̂-(a-I('jbl'､T-raJS～ T l

31Tに(2)上I)(â'々7'け が.'/'Ja

eさ'J●一 一 L'■fayTITILる邪よL)(3)に在っ

てl ･̂-(DJり叫 r+

.L･.叫 叫 ● 1)とな

る,一万5ト の払只についてfTわれた多くcTJ研妃の脚 箆の本

JZについて=つの和製Lb)て行われてZ.iろ｡1) ェ

1Jt･+'-神性2) ェントロビ一時性エホJt･ギー

野性とは外からあごLLた疋h;のLL･仰 土全部内部

i寸A･f-としで兼F勺:=識えられ,その私犯9Ll･問Sナンi,tA･が請い雌

とT=らちの河比究81をJい岩場,鉄等の拝性はこうし

たものの一冊で&J..之を削式(-i)について甘えは恭2三内

は柄んと那 珂牲ノ)は(/の増加に屯l封する｡文王ン

トt,ビー神技とはもっぱら妊形の/=めエントロピーの瀕少にEl

l耕すろもの.TTb1fJト伸一こボ仙11で鮒 にgr

I)たたまれたものが少ほ のはす4(に1つてよりHLR

IJ的な沸列となるei詞 ざ上の如きものがそのll1Jである｡

舵 が上l)民事.D小さな状故へ渉 l)JEる印性で内部王ネJL･

+I-は変化し和ないからそれは昏兼外に燕となってZllてし

まう.1上をJIlfこ出て幼 く引きのlf十と急激に無くなるの

か分 ろ｡(I)式では胡l軸 滞となる｡在ってEtの

=jfは '̂とrとのK銀で招JL十,'J政文をilこし1

ムの如きものは適当IAlYl作ではi且推■こ比例するが.岩租のE

lI=ものではiL性と炎に壬.･しろ政Tする｡扶て実敦的な希 tH=>1
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g l約三,TM .<七九･rェンrt･E'-のbE少又は村人放

な〉);十ことになろ｡(3)(･t)上l)この帆糾 tzln作 が

正なら沌y7'Lf'lなら村人L'_,TI～.す｡払 こ各浬壁について

A-liロ e-LfM於I-1tlfYJt･の河伽 '･14Lニ【醸 すちか

を定めろ'rFがEE保 ち｡2串 JI
J･L上.-jiZt.こ8:つIEltI;,･1′9yA･こついて缶i旦丘

o)(･11_'求めれば大の細 りである (〟 を求めろにはし

くつかつ -̂に℡ TろPを求/L'てある)

芸3 さ正q:I二的L'もOd)Z)'cr-i
CC3r_

-I L 三 ㍉ 二 ∴ ~ ~
7L)L .IHL

303 252xlO>3g7xlC},Hl95Kl印2-20Xl『rl
313 1a)xlOAlSlX10)
323 129×10■ 】20x10)

333 093x10J OfDxICJ
14匹･亡阿 エ冊に上って}JL･iiJ王J -jilとする｡芙軌 三

任 Eの方からihr'jilL･=行った｡`は湖rji:技控l=芯-rii

iAの帆 こ渦'illたものでみ ろ｡暮●は抑 こ同一の肺件で

況1出した的であろ｡(I.はいずれもiA性の上井と共に托

曳 鵠 '芸 芸 :/IL1:二三芸 ,慧 禁 ,= :完

に対してiJl旺 'J●とJ(の卯休が分ろ｡(b)

今放ろiA姓に於いて '̂Nに平行操を引いた喝曲栓

と空ろその布引王そのiAifE.そのPL=対すろ内部工事

JLJイーの柵加iAを読十｡又監･'.Iに於けろFul投のFTl斜は

牝の申告明かにflでもl)nの姶祝に放ってェントE'ビ

ーは棉人す7̂ 他 ,-T;LtA朽ち｡即ち一見1⊥塊の如く

止たるir-1W岨榔 一 一 トtJグリセリン.;トpyリコ

_A,yAIIll上とは驚く淋ってむしろ羊†ルギー河性

をなすものである｡臥 5)Ib)を見ても明かな坪に変

形に仮してこの内部上fJt･f-,エンrl,ビー射 ヒ兆

変形の印悦と仏性に 上って挫蛇を丸にす るが,今

T_303'X.メ 02rAtllLLnの特の虻化丑を示しておく｡

プ<Jl ケ′～の茨秒 こ肘 1る内ボ1才JL,ギ

ーAぴ 1ン トt.ビー文Tt

.V/(･'yん ･TLl/gY ･̂

tJk'G..‥ kc晶 g) .', - AS

F,/.T130.… ~■375xlO一一●28Jx10~一366xlOIZO
2ナ; 120:く10~1 33SxlOll88lxlOIJ2-31〉̀10-1t

叩ちia匹は小となれは,l勺部ltlA･Et'-もェントロ

ビーも小である｡父 ･V9ほ.強環にLたち勤 :-1'/G 上

ル1
7
日?り

川山.

汁
N'/_tI

tl■ JJ Jb ZD
I'▲JJAtl

団7 '̂-7.rq舛

国8 .hn2!J

ゲJL,の IL'-'/.ru順I)もノ､である｡以 L.の実Iiから印鮒 似 YJL･は.かなり扱耶D'痛 5

でもろと甘えろ｡変形時のエソ トL･ビーの柵加は今の担･jZ

Z丑的こ超すろ上J)qlを持たないが,出t%空形に怯ろ構造

の乱れを物語るもの'Cあろ～oLnえlZi蜘 :～すくたってLT

Fiatg:も上t)少けJLl珊 桝 的TL乱れはよI)少いでも7'う

｡破いは ･VO 机t･の (/Ll2-37･'Tt"め変化に比L

J付 のそitj):ノ､でもろ祁ほ ･19ゲル 2°･'は .

VGゲル 2,TiJに比しきわめて印缶性に乏しい仰 'r荒すとぎえ,この.

Lr(は別のカサ切羽上l)しても史当であると思 う｡

杜の河性の江見.従って揃鮒 の.qiRは1イナヤイ

トの成形alとして人いに影℡ナろ1

1が切花きれろ｡11E 実 戦 抵 兼 の 左 耳(

1) ;TLE･〆リセyンy ･̂と石椎 について,その丑的

文化に酷でろT)-S曲指と桝ii'各′イナ▼イトの一卜甘′†七一ンnr411丑と対ft.し,防R Tイナマイトlこ

放けるニトt,〆ytyソyル合初出の臥界を求めた｡(2) 辞任呼苅

iif方沈む切削しそのh]申な松介を行IJ),た.

(3) 条l星匠の榔 tEX一一 TIO′ytyン,ちトロダJL･つ-̂



23･I エ 焦 火 宅 JB会 Zt 解 13懲 軒 JBT

た5降汝は部では 0は強攻の HAlこ苗泊TT2杯では漣 (1945日 R VAnW一ICrtLnLH lGoldberg.)

珠の2･CにIt伺する｡ App Pb)S.19207(]9J7)

(i) - トログリコールのyル化馳 安は-トーTg (3)(i) 6;井Rtil.火弘也11105仰 25)

t yy上l)人である｡妙 こすえIf= pグッtyンは (5) WD O･t"叫 Kolt Z.L699(lq25);LT
上b少い和瓦相 でyA･化すろ. 176(192g)

(5 雑&抜染にもと･rきyA･のカ棚 を艇 し (6) W Phzl岬Jtr AZ'd J< HcjSS, Z Ph)-ilk,

たO灼 托鉢では旺輸屯と見なし払 fSi一尺となるに Ched B31'JO(1936)

在って粘性的ピストンに並矧 二宮 にJ'柁 生じ･2ilこ (7) DldAtZZAndllh t･.J Chem Ph), Zi9

=つか り 及び一一〇のビストYの≡抑 ･ら或る耶 280(1932)

となろb ~ ト.〆ytIンは 15〆 C/Cでかかろ司 (8) I D Fcr.),] ^m Chew SolZi622

と1--ろが ~い り コールL+-3,'･'でもろ｡又ビストy (1919)

に並列のJl'tL土iiく- い " 7-A･ル 蛸 異な曳 (9) SehwcdofF,∫ deI,hyJ･⊂2⊃且341 1脚 )

利 生等を暇′礼 ていろ｡ (10) E 山 t･5ChekJ肌 Z.3Ji謝 (1926)

(6) 軸 の迫矧 とについて実牧しその触ml諌 (11い川tL･&, llLt望390(m 26-Z275g
岨 yA･は ゴムの如 く-yト甘ビー刑 SJこ亦･rして (q 26)
排 ･二上り先ず内耳エネルf-FL･8大L=顎的 .二王ト

甘ヒーも帝大する市を知った｡在ってその78atiは比

較雌 奴J釣でもろ林を偶 し,併せて一トE･〆Itl

ン,; トE'T I7-Jt･yJL･の壷についてi L'た｡
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its quJ帥IiSCOtnbehAl･lOIJrAIJ A CT叩lexoLeIJIStl⊂1t)Zlnd ･ヽIscoslLlr

A5ithtHC3,ultormcJtSlJreTr)eZltSOEcIABt)C)LymOdtiltlSJ.arid vISCCI3ily77OE.ll/(I-gelb)'SdNt･doだ●j

methotl.Ji'ⅥnSfoundtobOlOJ-lobLlyne/cm=FLndIlⅥ̂BIOJ-1OOl)Disc

Wh亡nthecoTlCeTltr̂‖OnOrJY/LILSllltllC.thebaslcl)PeOrC｡uPllZlh･is;nserlCS,but" h印

.VCJ'srkbltCOTはist80日110ClRSt)CSPrlngSaZld onevISCOuSt･1clnent
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